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6. 今後の展開方針 

第 4 章及び第 5 章の検討結果を受けて、今後の北陸圏における連接型都市圏の展開に向け、

北陸圏の強みである連接型都市圏の維持・発展、高齢者が安心して暮らすことのできる生活環

境の実現の 2つの視点に着目し、施策を提案する。 

 
6.1. 北陸圏の強みである連接型都市圏の維持・発展 

北陸圏の強みである連接型都市構造は、生活圏の単位が連担して構成されている。今後、

北陸新幹線の開通を契機として、活力の低下が見られる生活中心都市を中心に現状の地域

構造に大きな影響を与えることが予測されている。 

個性豊かで暮らしやすい北陸圏の特徴を維持・発展していくためには、衰退の危険性の

ある生活中心都市の活力を再生することで連接型都市圏構造を維持し、さらに強みを強化

するために生活圏間の連携を推進していくことが望ましい。 

また、生活圏は、県庁所在市に加え、高岡市や小松市等の連接する都市を核とした都市

と農山漁村の共生する中で、誰もが暮らしやすい生活を維持する上での基本単位ともなっ

ており、そのような生活圏を強固なものとしていくことは、北陸圏における強みを維持・

強化する上でも重要な課題である。 

北陸圏では、すでに県内第二の都市において人口減少や地域産業の衰退傾向がみられて

おり、本項では、今後低迷が予測される生活中心都市として、富山市と金沢市の中間にあ

る高岡市を例に、施策の展開を想定する。 

 
6.1.1. 広域的な交流・連携による生活圏の活力の再生 

釜山を中心とした日本海対岸との定期航路が就航し、北陸圏における外貿コンテナ輸

送量が増加する中、高岡市では、富山高岡広域都市計画区域マスタープランにおいて、

「国際交流基盤となる伏木富山港や富山空港を活用した物流拠点などの整備を通して環

日本海地域全体の発展をリードする都市づくりを推進する」ことを掲げており、既存イ

ンフラを活用した物流拠点の形成による地域活性化に取り組んでいる。 

高岡市が物流拠点化することで、就労の場を確保し、生活中心都市としての都市機能

の維持、生活圏の活力の再生を図ることが可能となる。 

 

 

 

 

 

【地域の立地特性強化に向けた高速交通ネットワーク機能の充実と港湾機能の強化】 

 

 

・ 高岡市の物流拠点化に向けて、高岡市の立地上の特性である伏木富山港や富山空港、

東海北陸自動車道、北陸自動車道との隣接性と、これによる三大都市圏へ繋がる広域

物流ネットワークの活用・強化を図る。 

 

 

○ 東海北陸自動車道や能越自動車道等の高速交通ネットワークの充実 

○ 伏木富山港の港湾機能やアクセスの強化 

■施策展開の方向性 

～高速交通ネットワークや港湾機能に近接する 

立地特性を活かした広域物流拠点の形成～

・ 地域の立地特性強化に向けた高速交通ネットワーク機能の充実と港湾機能の強化

・ ほくりく健康創造クラスター構想を視野に入れた産学の連携と新たな企業誘致 
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【ほくりく健康創造クラスター構想を視野に入れた産学の連携と新たな企業誘致】 

 

 

 

 

「ほくりく健康創造クラスター」形成に向けた取組の展開や、北陸国立大学連合等の富

山県での取組を広域的な物流拠点機能強化へと結びつけるため、取組と一体となった産

業集積に向けた支援を図る。 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3 ほくりく健康創造クラスター形成の全体構想図 

○高岡市だけでなく、生活圏を構成する自治体、県及び国を交えた連携の検討 

○ほくりく健康創造クラスター構想などの地域産業の取組と協調し、工業団地、大学などの

研究機関及び企業との連携による物流拠点化の推進及び新たな企業誘致 

【出典】文部科学省 HP

【出典】北陸地方整備局 HP 
図 6-2 管内定期航路 

（千トン） 

【出典】北陸地方整備局 HP 
図 6-1 外貿コンテナ輸送量の推移 
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図 6-3 工業団地の分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-4 広域物流拠点の形成 

施策展開に当たっての課題は、次のとおり。 

 

 

 

港湾・空港の活用

産・学連携 

中京圏との連携 

生活中心都市の
就労環境の充実

生活中心都市の
活性化 

生活圏の維持・
存続 

物流拠点と一体
の産業集積促進

● 工業団地 

■施策展開の課題 

・ 広域的な取組としての組織体制の確保 

・ 広域的な位置づけの明確化 
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6.1.2. 都市圏の魅力を活かした新たな広域交流の創出 

高岡市を交流の中核的な都市とすることにより、観光資源をつなぐ新たな観光ルート

を設定し、観光客の滞在時間・宿泊を増加させ、北陸圏において新たな広域交流を創出

することが効果的である。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 6-5 高岡市における交流拠点のイメージ 
 

（1）高岡市の歴史的資源を活かした観光地としての魅力向上 

【観光資源の活用による新たな観光機能の創出】 

 

 

 

・  
・ 高岡市は、富山県内唯一の国宝である「瑞龍寺」をはじめ、加賀百万石の文化に根ざ

す「高岡銅器」「高岡漆器」「和菓子」、立山連峰が映える雨晴海岸、重要有形・無形民

俗文化財に指定されている高岡御車山祭、近年では「高岡コロッケ」など多くの観光

資源を有している。 
・ これらの歴史景観を活かし、地域の活性化に結びつけるため、工芸品や食を活用した

新たな観光機能を創出し、歴史景観と工芸品・食のパッケージによる魅力の向上を図

る。 
 

 

 

 
 
 
 

北 
氷見・能登方面

南 
五箇山・白川郷
飛騨・高山方面

東 
立山・黒部方面 

西 
金沢方面 

能越自動車道北陸自動車道

東海北陸
自動車道

交流の中核的
都市としての

高岡市

【出典】金沢市・富山県西部広域観光推進協議会に関する高岡市長 記者会見

図 6-6 高岡市の観光資源 

○高岡市景観計画の着実な進捗 

○工芸品を活かした産業観光機能の創出 

○食と歴史・工芸品のパッケージによる新たな観光機能の創出 

【出典】高岡市観光ナビ HP

瑞龍寺 雨晴海岸 高岡漆器

■施策展開の方向性 

～高岡市の観光ターミナル機能の形成による北陸圏の新たな観光ルートの創出～ 

・ 高岡市の歴史的資源を活かした観光地としての魅力向上 

・ 金沢・能登地域との連携による知名度の向上 

・ 広域交通機能の利便性向上によるターミナル化 

高岡御車山祭 
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【金沢市・富山県西部広域観光推進協議会】 

○圏域全体の広域連携の構築 

・「加賀藩学」の提唱による広域資源の整理 

 ・歴史・文化・食・工芸といった観光資源を巡る広域観光

ルート（加賀藩・参勤交代ツアー等）構築。 

 ・観光資源を巡る加賀藩パスポート（仮称）の発行。 

 ・首都圏・中京圏における「加賀藩学講座」の開催（東京

都板橋区、名古屋市中川区等）や集中プロモーション。

○推進体制の強化 

○圏域内各地の受入環境整備・魅力向上 

○外国人観光客向けの情報発信の強化 

【観光資源を活かした回遊機能の強化】 

 

 

 
 
 
 
・ 南北に立地する観光資源間を回遊するこ

とで、滞在時間の延長や経済効果を向上さ

せるため、公共交通機関による連絡の継続

的な強化に加え、高岡駅を中心とした徒歩

による回遊性の強化を図る。 
 

（2）金沢・能登地域との連携による知名度の向上 

 
 
 
・ 高岡市の観光地としての知

名度を向上させるためには、

金沢市との連携のほか、温泉

地として全国的な知名度を

有する能登地域と連携し、観

光誘客に取組むことが効果

的である。 
 

（3）広域交通機能の利便性向上によるターミナル化 

・ 金沢地域・能登地域等の主要な観光地の観光客のうち、約 60％が自家用車・観光バス、
約 30％が鉄道である（石川県観光統計）ことから、高岡市がこれらの地域と連携を強
化していくためには、自動車・鉄道利用の利便性の向上が重要である。 

・ また、これらの主要な観光地域は、北陸圏外からの観光客のうち約 70～80％が三大都
市圏からであり、これらからの誘客を想定した検討が必要である。 

【新幹線新駅整備と連携した鉄道利用ターミナル機能の強化】 

 

 

 

 

・ 北陸新幹線・新駅の整備を北陸圏の新たな

観光ルートの形成に繋げるために、高岡市

の施策等と連携して新幹線開通を契機と

した鉄道利用におけるターミナル機能の

強化を図る。 
【出典】高岡市資料 

図 6-8 北陸新幹線新高岡駅（仮称）周辺
まちづくり計画（道路ネットワーク） 

○観光資源間の連絡に資する公共交通

機能の充実 

○高岡駅周辺整備事業にあわせ、高岡

駅を中心とした徒歩による南北観光ル

ートの設定 

高岡駅 

図 6-7 高岡市内の観光資源 
【出典】高岡市観光ナビ HP 

○金沢市・富山県西部広域観光推進協議会による広域連携の構築等の着実な進捗 

○能登半島広域連携観光交流推進協議会との連携による新たな観光ルート等の検討 

○高岡市をターミナルとする広域的な観光

ルートの検討 

○新高岡駅～高岡駅のアクセス機能の強

化と市内観光地への誘客方策の検討 
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サイクルシェアサイクルシェアサイクルシェアサイクルシェア

コミバスコミバスコミバスコミバス

LRTLRTLRTLRT

交通FIT

カーシェアカーシェアカーシェアカーシェアカーシェアカーシェア

エコポイントエコポイントエコポイントエコポイントエコポイントエコポイント

図 6-12 和倉温泉の東海方面か
らの宿泊客数 

（千人）

【公共交通の広域利用利便性の向上】 

 

 

・ 現在の公共交通は、観光客の広域的な移動や乗り継ぎ、あるいは観光誘客につながる

施策ついて、地域や経営主体の違い等から効果を発揮できない状況にある。 

・ 観光客が利用しやすい環境を構築し、鉄道利用ターミナル機能の強化を図るため、広

域的な移動の利便性を向上させる施策の導入・検討を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6-9 交通 FIT の観光との連携（K-CAT 資料） 

 

【高速交通ネットワークの充実等による自動車利用ターミナル機能の強化】 

 
 
 
・ 観光資源の広域的連携を促進していくため、連携の基盤となる高速交通ネットワーク

の一層の充実や、利便性を向上する施策を展開により、高岡市の自動車利用ターミナ

ル機能の強化を図る。 

 
 
 
 
 
 

 
図 6-10 東海北陸自動車道開通から２月までの日平均交通量の比較 

（白川郷～五箇山間） 

図 6-11 高速交通基盤の利便性向上 

（道路の料金割引）のイメージ 

【出典】ＮＥＸＣＯ東日本

「ドライブプラザ」ＨＰ

○電車、バス、タクシーを含めた地域共通乗車券などの導入 

○観光施設の入場等にも共通利用できるＩＣカードやポイント制などの仕組みづくりの検討

○能越自動車道の整備促進 

○北陸自動車道高岡インター（スマートインター）の整備 

○料金割引や観光地での ETC対応駐車場の整備 など 
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【自動車利用者に対する情報発信】 
 

 

・ より広域的な誘客を実現するため、これらの一般道利用者への情報発信に加え、高速

道路利用者に対する情報発信を強化するための施策展開を図る。 
 

施策展開に当たっての課題は、次のとおり。 

 

 

 

 

○北陸自動車道「高岡 PA」における情報発信や、スマートインターの整備 

 

■施策展開の課題 

・ 広域的な取組としての組織体制の確保 

・ 広域的な位置づけの確保 

・ 既存取組・組織との連携 
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6.2. 高齢者が安心して暮らすことのできる生活環境の実現 

人口減少及び高齢化が急速に進行する半島地域や県境部の中山間地域では、高速交通ネッ

トワークが未整備な地域も多く、防災や救急医療など非常時への不安が大きい。 

また、これらの地域には、雪や大雨などの気象状況により交通規制をうける路線が多く、

孤立する危険性のある地域も存在する。したがって、半島部や県境部の中山間地域において

も、年間を通して安定した救急医療を受けることのできる仕組みを構築することが地域の安

全・安心な暮らしの実現に不可欠である。 

 
6.2.1. 二次救急医療施設の高次機能の一部確保 

三次救急医療施設への 60 分以内の到達が困難な地域において、救急医療の効果を高め

る二次救急医療施設の高次機能の一部確保を進めるため、以下の施策を提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策展開の課題 

・ 二次救急医療施設における分野専門化（高次機能の一部確保）のための医師確保

・ 医療機関の情報共通を可能とする仕組みづくり 

図 6-13 二次救急医療施設の高次機能の一部確保による機能分担 

A 病院 
（二次救急指定）

専門分野
の高度化 
（脳） 

専門分野
の高度化
（心臓） 

高次機能の
一部確保 

重篤患者の 
症状に応じて
専門が対応 

B 病院 
（二次救急指定） 

高次機能の
一部確保

■施策展開の方向性 

・ 既存の二次救急医療施設について、得意とする専門分野の診療機能を高度化し、特

定の分野についてのみ、重篤な患者の受入及び初期治療を可能にする。 

・ 複数の二次救急医療施設で保有する診療分野を分担し、地域として重篤な患者の初

期受入を対応する。 

・ 情報通信基盤の充実により、二次医療施設間での情報共有を可能にすると同時に、

三次救急医療施設と連携した高度医療の提供を可能とするシステムを構築する。 

・ 三次救急医療施設への搬送を的確に行うことのできるよう、高速交通網の確保やス

マートＩＣの設置を進める。 
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6.2.2. 二次救急医療（一部高次化）ネットワークの強化（県境を越えた医療機能の共有） 

県境部における二次救急医療施設の高次機能の一部確保を進め、県境を越えた連携を

可能にするため以下の施策を提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸圏の地勢は急峻で脆弱であり、全域が豪雪地帯及び特別豪雪地帯であることから、

道路の通行規制区間も多い。救急医療搬送への不安も大きく、県際部の道路交通ネット

ワークの防災対策の重点的な推進を提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策展開の課題 

・ 初期治療後の三次救急医療施設への安全な搬送 

図 6-14 県境を越えた二次救急医療施設（一部高次化）の連携 

図 6-15 直轄国道における通行規制の状況 

■施策展開の方向性 

・ 県境部の中山間地域においては、地理的状況から二次救急医療施設（一部高次化）

の連携が困難であり、県内に限定した搬送・受入において障壁があるため、行政の

単位にとらわれない広域的な組織体制を構築し、一元的に対応する。 

・ 県境を越えた二次救急医療施設（一部高次化）の連携を円滑に進めるため、自治体

が連携し、医療情報の共有や搬送ルートの確保を可能にするシステムの構築など、

情報通信基盤の整備に取り組む。 
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